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中間値 評価 最終値 評価 結果と課題の分析

授業改善

算数科・国語科単元
末テストにおける到
達度80％以上の児
童の割合

70
％
以
上

60
％
以
上

50
％
以
上

50
％
未
満

66% B 67.7% B

〇単元末テストにおける到達度80％以上の児童の割合，算
数科（知識・技能71.6％，思考・判断・表現55.1％），国語科
（知識・技能71％，思考・判断・表現力73.4％）であった。
〇中間値で課題があった部分について授業改善やぐんぐん
タイムの確実な実施に取り組んだ。算数科、国語科どちらも
思考・判断・表現力は伸びが見られる。対話を通した授業改
善がよい結果につながってきていると考える。一方で、算数
の知識・技能が1％下がっている。学年によってもばらつきが
見られるため、学年で統一して課題を分析し、３学期、できて
いない部分の学び直しを進めていく。

ぐんぐんタイム

「標準学力調査」全
国平均正答率との比
較。（全国平均正答
率以上の教科（16教
科）の割合）

87
％
以
上

75
％
以
上

62
％
以
上

50
％
未
満

81.3% B

〇「標準学力調査」の結果全国平均正答率以上の教科は13
科目であった。その中でも，4年生国語・4・5年生理科は海田
町平均も上回ることができた。一方で、１年国語・算数、5年
生の国語で全国平均を下回った。
〇単元末テストの結果とも相関があるため、中間評価をしな
がら、学年や学級の実態を把握し、課題を改善するための
授業改善やぐんぐんタイムの実施が必要である。

読書活動

児童一人当たりの平
均貸出冊数（指定図
書を含む）

60
冊
以
上

55
冊
以
上

50
冊
以
上

50
冊
未
満

21.1冊 A 41冊 B

〇2学期末時点では、児童１人当たりの貸し出し冊数
は、41冊で、現時点において目標達成しているといえ
る。
〇２学期は、ビブリオバトルや図書委員会のビンゴ等
楽しく本に親しむ取組を行い、読書への意欲を高めるこ
とができた。
〇３学期は、学年の目標を再度確認し、読書活動を進
めていく。

健
康
の
保
持
増
進

よく動く

1か月の学級全員が
外遊びをしている平
均回数

4
回
以
上

3
回

2
回

1
回
以
下

３回 B ３回 B

〇２学期以降，外遊びに適した気候になり，多くの児童
が外遊びに親しむようになった。特に，１年生は，約
75％の児童が４回以上外遊びを楽しんでいる。
〇各学級で学級遊びを企画したり，ロング昼休憩に学
級遊びを行ったりして，外遊びのきっかけを作ることが
できた。また，体育委員会によるドッジボールの紹介動
画により，実際に外で遊んでみたという児童もおり，一
定の効果はあった。
〇外遊びをしない児童が一定数おり，外に出たくなる遊
びや活動をさらに提案するなど，今後の課題である。

健
康
の
保
持
増
進

よく食べる 給食の残菜量の割合

10
％
未
満

10
％
以
上
～
15
％
未
満

15
％
以
上
～
25
％
未
満

25
％
以
上

12.3% B 12.3% B

〇残菜率は12.3%と横ばいだったが，児童の食べることへの
意識の変容は図ることができた。自分に合った量に調整した
り，おかわりをしたりする姿も増え，残さずに食べようとする
意欲が高まってきている。
〇取組としては，毎月の残菜率から食の課題を学校全体で
共有し，学級担任による声掛けにより，日々の給食指導の
充実を図った。また，栄養教諭による給食を作っている動画
の配信や食の授業により，食べることが健康につながってい
ることや感謝の心をもたせるようにした。
〇食べることの大切さに自分自身で気付くことができるよう
な取組を引き続き行っていく。

健
康
の
保
持
増
進

よく眠る

早ね早起き朝ごはん
キャンペーン中、自
分が決めた目標の睡
眠時間を守れた人数
の割合

90
％
以
上

80
％
以
上

70
％
以
上

70
％
未
満

78.8% C 83.0% B

〇中間評価時は，低学年の達成率が80％以下と低かった
が，１年生85.4％，２年生84.2％と数値が上がり，低・中学年
は85％前後の達成率となった。
〇早ね早起き朝ごはんキャンペーン前に，保健だより等を通
して，睡眠時間の確保について啓発を行った。年末年始は
特に生活リズムが崩れやすい時期であったが，保護者の協
力もあり，改善がみられた。
〇目標就寝時刻に就寝できない児童が若干名いる。達成で
きそうな時刻を設定させるなど，無理のない範囲から取り組
ませ，意識付けを行うことも必要ではないかと考える。

挨拶

挨拶に対する児童ア
ンケートにおける肯
定的回答の割合

90
％
以
上

80
％
以
上

70
％
以
上

70
％
未
満

94% A 95% A

〇肯定的評価「友達」9７％「先生」98％「ボランティア」９１％
「来客」94％となり，平均値は昨年度最終評価を１０ポイント
上回った。重点的に取り組んだ「交通安全ボランティア」への
挨拶も昨年度最終評価を９ポイント上回った。
○今年度の数値は年間を通して，挨拶への意欲を高める取
組をしたことが大きい。しかし，決められた人，場所，時以外
に臨機応変に挨拶ができる児童は多くはない。
来年度は意識しなくても挨拶をしている。習慣として挨拶が
身に付いている児童をさらに増やすために今年度の取組を
発展継続させていく必要がある。

自己肯定感

自己肯定感に関する
児童アンケートにお
ける肯定的回答の割
合

80
％
以
上

75
％
以
上

70
％
以
上

70
％
未
満

84% A 83.1% A
「自分にはよいところがあると思う」の肯定的回答は83.1％，
「自分のよさが、まわりの人からみとめられていると思う」の
肯定的回答は7５％と，前期と比較するとどちらの項目も微
減だった。自己評価・他者評価の在り方や指導方法等につ
いて，さらなる工夫を要すると考える。

積極的な情報発
信

保護者アンケートに
おける肯定的な割合

85
％
以
上

80
％
以
上

75
％
以
上

75
％
未
満

82.3% B 89.4% A

〇本校のHPが海田町のHPの中に入り、海田町の小中学校で統一
したことで、これまでの更新の仕方が変わり、最初は手間取った
が、2学期後半から月に1回以上は更新することができている。
〇肯定的評価が前回と比べて＋6.1％と伸びていることから、2学期
から学校だよりをメールで配信したり、下校時刻を学校だよりの中
に載せるようにした取組が評価されていると考えることができる。
〇来年度に向けて、紙媒体から電子化を進めていくことを検討して
いく。

ず

っ
と
働
き
た
い
学
校

定時退校

毎月４回以上、18時
退校を守ることがで
きた教職員の割合

85
％
以
上

80
％
以
上

75
％
以
上

75
％
未
満

86.9% A 83.3% B

〇85％以上を達成できた月は5月（88.2）6月（88.2）7月
（100）8月（100）12月（93.8）。それ以外の月は50～60％
台と，月による達成率の違いが激しい。繁忙期とそれ
以外の月とをトータルで考えた目標を設定する。
〇成績を付ける時期は、教務部と連携し、放課後の時
間確保の為下校時刻を早めるなど工夫をしている。今
後も働き方改革の視点から、放課後の時間を確保する
工夫を検討していく必要がある。

〇学校だよりを月に1回、HPの更新1学期30回
している。できるだけ各学年の取組や行事など
を取り上げているが、保護者の満足度は低い。
〇保護者の需要に合う情報を発信していけるよ
うに分析する必要がある。
〇メールでの下校時刻配信や学校だより、学年
だよりの配信など紙媒体でなく電子化を図って
いくことを検討する必要がある。

〇毎週水曜日を一斉退校日に指定し
ているが、業務過多の状態が続き、18
時に退校できていない教員が多い。
〇特に4月は、年度当初ということもあ
り月4回以上18時退校ができた教職員
の割合は58.8％であったが，夏休み期
間は100％を達成できた。
〇今後一斉退校日の声掛けや業務の
見直し、業務が立て込む時期について
放課後の時間を確保できるように工夫
が必要である。

結果と課題の分析

〇単元末テストにおける到達度80％以
上の児童の割合，算数科（知識・技能
72.8％，思考・判断・表現力53.3％）国
語科（知識・技能69.8％，思考・判断・表
現力67.1％）であった。
〇特に算数科の思考判断表現力に課
題があるが，それらを支える知識・技能
の成績も十分ではない。そこで，授業
改善はもとより，ぐんぐんタイムを効果
的に活用し，算数科では計算力を，国
語科では音読や漢字，言葉の確実な
定着を図る。

〇１学期は，運動会があったり，熱中
症の心配があったりしたが，児童は外
遊びに親しんでいる。特に，５年生は，
約60％の児童が４回以上外遊びに親し
んでいる。
〇各学級で学級遊びを企画したり，ロ
ング昼休憩に学級遊びを行ったりして，
外遊びのきっかけを作ることができた。
〇外遊びをする児童が固定化してきて
いるので，体育委員会と連携して，一
層外遊びのきっかけ作りに取り組む必
要がある。

〇食べる量に大きな変化はなく，残菜
量も昨年度に比べ，ほとんど変化が見
られない。
〇学活などで，栄養教諭に野菜の栄養
について話をしてもらうなど，自分の食
事を見直す機会を設けたところ，一定
期間効果が見られた。しかし，効果は
長続きせず，野菜を用いた献立や和食
料理での残菜量が多い。

〇３年生は86％，４年生は83.8％達成
と，中学年の達成率が高くなっている。
〇高学年になると，達成率も下がり，就
寝時刻も下がる傾向にある。生活実態
に大きく関わるところではあるが，睡眠
時間の確保が身体にどのように影響す
るか，啓発を続ける必要がある。

〇肯定的評価「友達」95％「先生」98％
「ボランティア」８７％「来客」94％とな
り，昨年度最終評価と比較し，児童の
挨拶への意識が向上していることが伺
える。
下半期は次の2点に重点を置く。
・「交通安全ボランティア」への挨拶に
特化した取組
・低,中学年の力も取り入れたボトムアッ
プ的な活動

〇「自分にはよいところがあると思う」
の肯定的回答は84％だったが、「自分
のよさが、まわりの人からみとめられて
いると思う」の肯定的回答は76％だっ
た。指導者が、各教科及び道徳や学活
等において、相互評価の場を意識して
設定する必要がある。

〇１２月の標準学力調査をもって結果
とする。
〇１２月までのぐんぐんタイムの計画的
実施について提案を基に各学年で実
態に応じて確実に実施する。

〇1学期末時点で，児童一人当たりの
貸し出し冊数は、21.1冊/人という結果
だった。１/3年間での冊数なので，現時
点において，目標達成していると言え
る。
〇今後は，図書委員会の児童による取
組や，各学級におけるビブリオバトル
の実施等を通して，児童が読書の楽し
さを知るきっかけを作るようにしていく。
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